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論 文

認知症高齢者の攻撃性に対する

赤ちゃん人形療法の効果

畑野 相子1)、北村 隆子1）、安田 千寿1)、嶋田 裕子2)、御舩 泰秀3)

  1)滋 賀県立大学人間看護 学部

  2)介 護老人福祉施設 真 盛園
3)ま ほまほ ドールセラピー研 究会

背景 高 齢化と共に、認知症高齢者は増加 している。認知症高齢者のケアで難 しいのは心理 ・行動症状

への対応である。心のケアとしてさまざまな非薬物療法が試みられている。人形療法 もその一環として

位置づけられるが、研究はあまり進んでいない。

圏的 心 理 ・行動症状の攻撃性に視点をあて、赤ちゃん人形療法の効果を検証することを目的に介入研

究を行つた。

方法 介護老人福祉施設に入所 している1組 の認知症のある高齢者夫婦。主として、攻撃性を有す る妻

を対象に、1年 間、赤ちゃん人形療法を行った。

結果 妻 の攻撃性は、介入後1か 月頃からなくなり、夫に対する不満や嫉妬心は介入後4か 月か ら徐々

に軽減 し、その後はなくなった。それだけでなく、夫を思いやる言動が見られるようになった。そ して、

介入後6カ 月が経過した平成22年1月 末から夫婦が同室で生活できるようになった。

結論 赤 ちゃん人形療法により攻撃的言動は減少 した。その要因として、以下のことが示唆された。

1,認 知症高齢者が、赤ちゃん人形に自分の気持ちを投影 し、そのことで安心感を得ることができる。

  赤 ちゃん人形は認知症高齢者の心理の移行対象となっている。

2,赤 ちゃん人形療法に対象者の状況に合わせた方法を取 り入れると相乗効果が得 られる。

3,赤 ちゃんの特徴である、可愛 さ、小さい、柔 らかさは笑顔を誘い、これが快の感情を優位にし、気

  持 ちの安定につながる。

キーワー ド 赤ちゃん人形療法  攻撃性  認知症高齢者 非薬物療法

     行動 ・心理学的症状(BPSD)

1.緒 言

 国立社会保障 ・人口問題研究者が平成18年12月 に推計

した将来人口によると、65歳 以上の老年人口が総人口に

占める割合は、平成17年 では20.2%で あったが、平成67

年には40.5%に 達す ると予想されている1)。高齢社会に

おける最大の健康課題は介護予防であるが、要介護認定

者の慨数 は、平成14年 では303万 人、平成17年 では411万

人、平成21年 では469万 人 と年々増加 している。平成14

年の要介護(要 支援含む)認 定者(第1号 被保険者)め

うち 「何 らかの介護 ・支援を必要 とする認知症がある高

齢者」は約149万 人(47.5%)で 、要介護者の2人 に1人 は
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認知症を有 している2)。老年人口の増加に伴い、認 知症

をもつ高齢者の慨数は平成17年 で180万 人であったが、

平成42年 頃には300万 人に増加す ると推計 されてい る。

認知症の有病率 は、前期高齢者では2～3%、 後期高齢

者では10%、85歳 以上になると25%と 推計 されている3)。

このような現状か ら、介護予防の中心的課題は認知症の

予防 ・ケア対策である。

 認知症 とは、いったん知能を獲得 し成熟 した脳組織が

後天的な器質的変化により持続的に損傷 され、病前にあっ

た知能を中心 とする精神機能が低下 し、そのため日常生

活に支障をきたす症状の総称である。 したがって、認知

症の中心 となる症状(中 核症状)は 記憶機能と理解や認

識などの認知機能の障害である。知的能力や今までの生

活史や人間関係 は、人が生きていくうえでの拠 り所であ

り、 これを失 うことは不安以外の何物でもない。室伏は

認知症高齢者が生 きる拠り所を失 うことにより、存在不

安が生 じることがQOL(Quality of Life)を 考える上で
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の本質的課題であると指摘している九存在不安とは、

ここでずっと安住して暮らしていけるかどうかという、

人間の根源的な不安であるO

知的機能障害を背景に、このような不安感など、の心理

的要因が作用して、幻覚や俳佃などに代表される行動・

心理学的症状(Behavioraland Psychological Symp-

toms of Demen tia 以下BPSDとする)が出現する O

BPSDは個人差が大きく、全く出現しない人もあれば、

激しい癌状を呈する人もあり、症状も様々である。人は、

不安が生じると、対処行動をとり、不安軽減の緩和に努

める。しかし、認知症は知的機能低下を伴うことから、

自分の不安やストレスの原因を自覚して対処したり、他

者に伝え支援を求めることが難しい。不満や不安等が軽

減されない状態が持続した結果BPSDが出現する O 従っ

て、 BPSDには原因があるが、周囲にはその原因が容易

に理解できないので、対応に苦慮する。介護する者にとっ

てBPSDは因った行動と認識され、当事者や家族の生活

のしづらさの原因になっている。認知症高齢者のケアを

考える上で大切なことは、不安や焦燥感やストレスなど

に目を向けて対処することである。

認知症高齢者の心のケアについては、様々な非薬物療

法が治療戦略の一翼を担っており、代表的なものとして

精神療法、認知仔動療法、心理教育などがある。ドール

セラピーはダイノてージョナルセラピーのーっとして我が

国に紹介されたの。そして、 2001年 6月にNHK番組

「関西クローズアップ現代」で、人形を抱いた高齢者が

活き活きとした自分を取り戻している姿が放映され、人

形が心のケアに大きく役立っていると報じられた。それ

を契機にドールセラピーに対する関心が一挙に高まり、

積極的に取り組まれたが、その後発展することはなかっ

た。ドールセラピーに関する先行研究も数少なく、研究

は緒についたところである G叫 0

しかし、人形を抱き、いつくしんでいる高齢者は実在

する。人形を抱いて退ごせば療法になるわけでなし1。高
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齢者の生活背景と人形を抱くことの意味を理解したかか

わりこそ療法といえるものであるO 高齢者が人形を抱く

意味を明らかにし、赤ちゃん人形療法として確立するこ

とは、高齢者のQOLを高めるケアの一助となる。

親松らは、人形を抱いて生活していた認知症高齢者を

介護していた人々から聞き取りをし、認知症高齢者が人

形を抱くことの意味を、「老いによるさまざまな喪失を、

生きてきた託としてつなぎとめる役割としての人形があっ

た」と述べている 8)0

は、平成19年からグループホームの協力を得て、
赤ちゃん人形療法の効果と効果的な人形の素材を開発す

ることを目的に、介入研究に取り組んできた。その結果、

赤ちゃん人形を用いた効果として、①暴言や暴力等の行

為等が緩和した (2事例)、②重度認知症による失語躍を

有するひとが、「冷たいね」など意味ある言葉を発した

( 1事例)、③淋しさが緩和した (1事例)を得たの。赤

ちゃん人形を可愛がることにより、暴言や暴力が緩和し

たことについて、「世話をするJI育てる」という母とし
ての役割、あるいは母として果たしたかった役割を、人

形に移行して再現することで欲求が満たされ、精神的安

定を得たのではないかと考察したの。しかし、事例数も

少なく、その成果を普遍化するには烹っていない。

そこで、本研究では、認知症高齢者のBPSDの1つで

ある攻撃的行動に視点をあて、その緩和を目的に赤ちゃ

ん人形療法を行い、ケアの有効性を検証することを目的

としfこO

ll.概念枠組み

Kitwood T.は認知症の人の心理的なニーズを5耕の

花にたとえ、その中心に愛 (Love)をおき、それを取

り囲む花びらとして、愛着 (Attachment)、慰め (Co

mfort)、アイデンティティ CIdentity)、役割 (Occupa

tion)、帰属意識 (Inclusion)を挙げている。

己二二主>

赤ちゃん人形療法

欲求を人形に移行し、役割

の再現や確認、

、、

関1 概念枠組み
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この 5つの要素のうち、どれかが瀧たされると波及効果

を及ぼし、心の安寧につながるとしている12)0

ヒトはニーズを満たすために様々な行動をとり、気持

ちの安寧を図っている。しかし、認知症を発症すると、

中核症状である記'語障害や認知機能の低下により、適切

な行動がとれず、ニーズが満たされにくくなる。この状

態が持続するとBPSDとして出現する。赤ちゃん人形療

法を行うことで、高齢者自身が赤ちゃん人形に信分のニー

ズを投影するか、あるいは世話をする対象としての意味

を見いだし、愛を取り巻く 5つの要素のいずれかを満た

す。そして、要素聞に波及効果が生じ、心の安寧を取り

戻し、攻撃的なBPSDは軽減されると予測した。概念枠

組みを図 1に示した。

臨.用語の操作的定義

赤ちゃん人形療法とは、療法として確立されたもので

はない。ここでは、赤ちゃん人形を媒体にして、対象者

と支援者がコミュニケーションをとりながら行うケア全

般とし、その手11聞は以下の通りとした。

1 .赤ちゃん人形を用いるケアの前提の確認

介入するにあたり、赤ちゃん人形を用いたケアの前提

として、次のことを関係者間で確認したし1。赤ちゃん人

形療法は、高齢者が持っている能力を引き出す手段であ

るO 従って、赤ちゃん人形に特別の力があるのではなく、

高齢者自身が赤ちゃん人形に何かを見出して、感情を表

出したり潜在していた能力を発揮するのである O その過

程に赤ちゃん人形が介在するので、赤ちゃん人形を抱い

てもらいっぱなしにはしない。また、赤ちゃん人形を

「モノ」として扱うのではなく、「ヒト」として大切に扱

つ。

2.初田導入時の進め方と注意点
対象者の自尊心を傷っけないために、対象者のために

人形を準備したとするのではなく、「職員が人形を貰っ

てきたので、見てください」など職員主語で話しかける O

もしくは、数体の人形をみせ、好みの人形を選んでもら

うにする。具体的には、「私の赤ちゃんです。見てくだ

さい。J1"かわいい人形があったので思わず買ってきまし
た。」と言うように話しかける。あるいは、 2，....， 3体の

赤ちゃん人形を示し、「どの人形が好きか教えてくださ

い。」など好みのものを選択してもらうようする O

3.毎回のセッションの進め方
好みの人形が確定した場合は、その人形を用いる。赤

ちゃん人形を対象者に手渡し、話しかける。対象者が赤

ちゃん人形を抱かない場合は、職員が抱くか対象者の傍

表1 語りかけの参考例

①子どものころ、人形で遊びましたか。

②人形を見て思い出すことや感じることを教えてく

ださし¥0

③子どもさんはおられますか。

④子育ては大変でしたか。 など
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に置く。話しかける内容は自由とするが、話が出てこな

い時は参考例を参照に、語りかける。参考例として示し

た内容の一部を表 1に示した。

セッション時聞は、 30分程度とし、長くても 1時間を

超えないようにする。セッション終了時は、本物の赤ちゃ

んと認識している場合は「向こうで寝かせてきます」や

「ミルクの時間ですJ等と話しかけ終了する O

4.赤ちゃん人形療法を中止するとき
対象者と赤ちゃん人形の共生関係が強くなり、対象者

と赤ちゃんの 2者世界が構築され、第 3者を寄せ付けな

い状況になる危険性が生じた場合は、直ちに赤ちゃん人

形療法を中止する。

IV.研究方法

1 .対象事例

介護老人福祉施設に入所している l組の認知症を有す

る高齢者夫婦を対象に、介入研究を行った。

2.事例選定の理由
夫婦は同じ施設に入所しているが、妻の攻撃性が原因

で、妻は 1階、夫は 2階と別々の階で生活していた。

の攻撃性が軽減すれば、夫婦同室が可能であると考えら

れた。可能な限り、当たり前の夫婦として生活をしても

らいたいと考え、対象事例とした。

3.介入期間
平成21年7月~平成22年 8月

4.用いた赤ちゃん人形
(1) 用いた人形の特徴

用いた赤ちゃん人形はNo1"""No3の3種類で、そ

の特徴を表2に示した。

No1 :目は開閉し、マネキン人形様のリアルな顔。

大きさ35cm...…(以下リアル小と称する)

No2 :目は関関し、マネキン人形のリアノレな顔。大

きさ50cm...…(以下リアル大と称する〉
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No3 目は開のままで、和風人形の顔。大きさ35cm

   …… (以下和風 と称する)

表2 人形の特徴

大きさ

重さ

 顔

 目

固さ

頚定

座位

素材

Not Not No3

 35cm

 lkg

リアル

開閉する

 固い

 可

 可

 樹脂

50cm       35cm

1.5kg      8008

リアル    和風

開閉する  開いたまま

 固い    柔かい

 可     可

 可     可

 樹脂    布製

 もとに事例検討を行なった。

(3)赤 ちゃん人形療法の頻度は1～2週 間に1回 程度

 とし、1回 の時間は概ね30分 程度 とした。研究者 も

 施設の職員と協力 して、毎月1回 程度、赤ちゃん人

 形療法の実際の場に参加 し、観察内容をフィール ド

 ノー トに記録 した。

(4)日 常生活状況は、施設の職員から聞き取 りをした。

7.分 析方法

(1)対 象の攻撃性や日常生活状況の変化を、観察記録、

  フィール ドノー ト等か ら分析 した。

② 対象の攻撃性の変化や日常生活 における変化を、

 赤っちゃん人形療法時の対象者の反応と関連させて

 分析 し、赤ちゃん人形療法の効果を検討 した。

(2)No1～No3の 赤ちゃん人形を用いた根拠

  筆者が平成19年 に行 った好まれる人形の素材の研

 究の結果、好まれる人形の共通の条件は、目は開閉

 するか開眼 していることであった。重さは、高齢者

 の腕力を考慮す ると1.5Kg以 下が好ましいことが示

 唆され、大 きさや顔や固さなどは、高齢者によって

 好みはさまざまであった9)。この結果を踏まえ、 目

 は開眼 しているか開閉することを絶対条件 とし、前

 回の研究で好まれた人形を考慮 してNo1～No3の3

 体を用いた。

5.調 査内容

(1)対 象者の属性

 ①性別 ②年齢 ③子どもの数と子育て経験

 ④職業歴(時 期、職務内容)

 ⑤趣味 ・特技(若 い時の趣味 ・特技)

 ⑥認知症の程度

② 日常生活の状況

 ①1日 の過ごし方

 ②日常生活におけるコ ミュニケーションの手段と能

   力

 ③ 日常生活における行動障害の状況

(3)赤 ちゃん人形療法時の観察項目は、表情、発言内

 容、人形 に対す る態度、夫に対す る感情表出状況、

 攻撃的行動の出現状況

(4)他 の働いかけを併用 した時は、人形に対する態度、

  夫婦の関係、 日常生活に必要な能力の観察を した。

6.情 報の集積方法

(1)赤 ちゃん人形療法 は施設の職員が行い、観察内容

  を記録 してもらった。

 赤ちゃん人形療法の実施する職員一人を決め、継続

  的に関わった。

(2)月1回 、施設の職員 と赤ちゃん人形療法の結果を

V.倫 理的配慮

(1)赤 ちゃん人形療法の介入研究 は、施設における生

 活支援の一環として実施 した。

(2)研 究対象者及び家族に対 して、研究の意義、目的、

 方法、予測される結果や危険性 について文書により

 十分説明を行 った。予測される危険性として、対象

 者の赤 ちゃん人形 に対す る関心が強度に強まると2

 者間の強力な共生関係が生 じ、第3者 を寄せ付けな

 くなることを説明 した。危険性が危惧された場合は、

 直ちに赤ちゃん人形療法を中止すると伝えた。併せ

 て、参加は自由であること、参加を拒否 しても何 ら

 不利益を被 ることはないこと、参加を途中で中止す

 ることも可能であること、観察内容は目的以外に利

 用 しないこと、研究結果を論文として発表するに当

 たっては個人が特定される記載 は一切 しないこと、

 研究終了後は情報を破棄することを伝え、了解を得

 た。理解を求めた上で、対象者及び家族から同意書

 に署名をもらった。実施にあたっては、滋賀県立大

 学研究に関す る倫理審査委員会の承認を得た。

(3)調 査内容の保管に当たっては、個人を特定できな

 いようにして取 り扱い、安全管理の徹底をはかった。

V【.結 果

1.事 例紹介

(1)夫(A氏)は91歳 、認知症高齢者 自立度は皿b。

  日常生活動作(ADL)は 、移動 は杖歩行、食事 と

一整容 と排泄は自立ギ入浴は曽部介助であった。A氏

は、調理師として働いていたが、54歳 で退職 し、そ

の後妻 とともに養鶏 養蜂、農業等を営んでいた。

  日常生活状況は、いつ も柔和な表情で、2階 のデイ

 ルームでソフアに座 って過 ごすことが多かった。
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(2) 妻 (Bさん)は84歳、認知症高齢者自立度はillb。

日常生活動作 (ADL)は、移動は歩行器使用、食

事と整容と排池は自立、入浴は一部介助であった。

「肩が痛いJI膝が痛いJなど不定愁訴が多く、 E常
生活状況は、痛みのせいもあり居室で横になること

が多かった。デイルームのテーブルに摩って過ごす

こともあったが、話し相手はいなかった。表情は、

常に眉間にしわをょせ、不機嫌そうな表情をしてい

た。そして、「夫がちっとも会いに来てくれないJ

「夫が浮気している」と職員に訴えた。「ご主人のと

ころへ行きましょうか?Jと職員が声かけするも

「行かなし1。向こうが会いに来るものや」との返答

だった。時々 2階へ会いに出向いたり、夫にも l階

に来てもらい夫婦が一緒に過ごす時簡を設けたが、

いつも喧嘩になり、妻は夫が使っている杖で夫をた

たくこともあった。この施設の構造は、妻のいる l

F皆に浴室があるため、入浴日には、夫は女性職員の

手号!き歩行で、浴室に向かうのがB課だった。それ

を見て、妻は、「若い女と浮気をしている」と言っ

て怒り出すことが度々あった。家族も、夫婦が一緒

に居るといつも喧嘩になるので、別々にしておいて

欲しいと希望していた。

(3) 夫婦の聞に子どもは 3人生まれたが、男児は腸閉

塞で乳児期に死亡した。娘が2人あり、下の娘につ

いて、妻は「自が大きく、まつげが長かった」とよ

く話してくれた。娘がキーパーソンで、瀕回面会に

来ていた

(4) 妻は、若い頃、和裁や華道を習っていた。現在も、

月に l由アクティビティケアとして、華道をしてい

fこO

2.取り組みの経過

(1) 介入回数と頻度

実際に赤ちゃん人形療法が実施できたのは23回で

あった。介入頻度は月 3回の時もあれば、月 1回の

持もあり、ぱらつきがあった。平均すると、 2週間

にl回の頻度であり、時間は短くて15分、長くて60

分、平均30分程度だった。

(2) 介入の経過

介入経過は、赤ちゃん人形療法の対象として、誰

にスポットを当てたかによって、大きく 4つの時期

に分けられた。第 1段階は、妻のみを対象に赤ちゃ

ん人形療法を試みた 1，....， 3回のセッションである。

第2段階は、夫婦が一緒に居る場をつくり、夫婦そ

れぞれに赤ちゃん人形療法を試みた4由，....，6聞のセッ

ションである。第3段階は、外出という働きかけと

並行して、夫婦を対象に赤ちゃん人形療法を試みた

7 """12回のセッションである。第4段階は、夫婦問
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室での生活が開始し、夫婦を対象に赤ちゃん人形を

試みた13回，....，23@]であった。

(3) 各段階における夫婦の反応

① 第 1段階

妻が好んだ赤ちゃん人形はリアル大で、あった。

人形を見て、「かわいいJI目が大きいJIまつ毛
が長いJと言って笑顔で赤ちゃん人形を抱いた。

「足が冷たいね」と語りかけ、足をさすったり、

布団に入れる行動がみられた。青い服を着た赤ちゃ

ん人形をみて、乳児期に腸閉塞で死亡した長男の

ことを語った。夫については、「夫が会いに来な

い」と不満を訴えた。

「この子(赤ちゃん人形)は何という名前です

か」という問いかけに、名前を付けることができ

なかった。

② 第2段階

妻はリアル大を好み、人形を見て、「かわいいJ

「自が大きいJIまつ毛が長いJと言って笑顔で赤
ちゃん人形を抱いた。夫にリアル小を渡すと「か

わいいJといって笑顔であかちゃん人形を抱き、

口づけ等をして可愛がったが、長時間抱くことは

しなかった。夫が赤ちゃん人形を可愛がる様子を

見て、妻は「汚い」ときついE調で話した。夫婦

が一緒にいても、喧嘩することはなく、妻が夫に

暴力をふるうこともなかった。

この施設の構造は、妻が生活している1階に浴

室があり、入浴日には、夫は女性職員の手引き歩

行で浴室に向かった。妻は、その姿を見て「若い

女と手をつないで、浮気しているJと言ってヒス

テリックになった。そんな時、妻の話しを耳恵き、

赤ちゃん人形を渡すと笑顔になり、「かわいい」

と言って抱き、落ち着きを取り戻した。そして、

夫について「金はなかったがよく働いた。優しい

人だったから、今までやってこられた」と繰り返

し語っfこO

「この子(赤ちゃん人形)は侍という名前です

かJという問いかけに、名前を付けることができ

ず、職員が 1MさんJ(夫の名前にちなんだ名前)

を提案して、それに決まった。その名前を呼んで

あやした。

③ 第3段階

妻はリアル大を好み、人形を見て、「かわいい」

「目が大きいJIまつ毛が長いJI冷たいねJと言っ
て笑顔で赤ちゃん人形を抱いた。夫に対する暴力

的行為は、見られなかった。「夫が会いに来ないj

という訴えは激減し、月に 1回程度となった。

「この子(赤ちゃん人形)は何という名前でし

たかJという問いかけには答えられなかった。新
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たに IGちゃんJ(娘の名前)をつけ、その名前
を呼んでかわいがった。

気分転換目的で、施設外で赤ちゃん人形療法を

実施した。人形に対する反応は、「かわいいJI目
が大きいJIまつ毛が長いJI冷たいねJと言って
笑顔で赤ちゃん人形を抱き、施設内における反応

と同じだった。暴力的言動が見られなくなったの

で¥， 2010年 1月末から夫婦問室に踏み切った。
④ 第 4設階

夫婦同室になってからは、「夫が来ないJとい

う発言は無くなった。夫が女性職員に手引き歩行

されて浴室に向かっている姿を見ても、「夫が浮

気している」という言動はなかった。デイルーム

で2人並んで食事をとり、妻は何かと夫の世話を

やいていた。夫婦問室になってから、「お父さん

がいてくれるから安心、淋しくない」との発言が

表3 赤ちゃん人形療法の実際

倍野相子

あった。

「この子(赤ちゃん人形)は何という名前です

か」という問いかけには答えられず、新たに夫の

名前をつけ、その名前を呼んでかわいがった。

赤ちゃん人形療法と並行して、日常生活の間隔

を取り炭すことを目的にスーパーに買い物に行っ

たり、外食を試みた。外食の際、自分の漬物を夫

に渡したり、お茶の心配をするなどの配慮が見ら

れた。買い物では夫のズボンを選び、支払いもし

た。夫婦問室後、夫婦問でトラブルになることは

全くなかった。

赤ちゃん療法開始して1年が過ぎた 8月上旬に

花火見学に出かけた。その時、夫は妻の背中に手

を回し、妻は夫の膝に手いて花火を見ていた。

あかちゃん人形療法の実際を表3に示した。

赤ちゃん人形療法時の状況

月
回
数 支ぜ 使用した 表

人形に対する反応 発言など 夫婦の関係性
日寺

その他
象 人形と渡し方 lt青 間

居室にリアル 手をさしのべ、胸に人形を 「長男を亡くし f主人は会いに
大と小の2体 抱えて頭をなでた。「かわい たJr:娘があんじよ 来てくれない。」
の人形を持つ いJと言って抱き、「足が冷 うしてくれる 「若い人に手を引
て訪室。かわ たい」と言って人形の足を 「お父さん」 かれている。」

1妻
いい子見てく 笑 さすった。「日日開いておば 父〉はお酒 タ 産「結が婚一し銭た家は財 20分fミさい口 顔 あちゃんとけ言Tっこ。て「」こなど人 パコも吸う。 もない

形に話しか んな子 所から家立てた。
が欲しいJr足が丈夫なら世 夫は酒もタバコ

話してあげたいJや[すこ。りゃ もすわない真面
こりゃ]と言ってあ 日な人や」

リアル大の人 「かわいい」と目のあたり 生まれた地で、は、 r5か月こ来も今まで
第 形を持って訪 を触った。「この子男の子や 昆布飴を婿養子 会し川 てくれ

輩。亦ちゃん な。うちも男の子産んだけ カま直己るなどの言舌。 ない」離「婚さみし
連れてきまし ど、腸閉塞で亡くしたJr今 最近おしつこが もう や。

2 妻
7こ。

ラミ
は娘があんじようしてくれ 座ってもすぐ出 いのがいいんや

1 る。病院に行くとき手を引 ない。腎臓でも ろJr家に帰りた ~o分顔 いてくれるJrこんな子欲し わるいのかな。 いJ等の発言が
8 

いけれど、世話が大変J等 あった。
月

の発言があった。ほっぺや
段 手に触り、かわいいと何回

も言った。

居室にリアノレ 「どっちもかわいい」と雷っ 人形けを、概「に苦もた r5か月こ来も今まで 名前をつけるこ
階 大と小の2体 て頭をなでた。 リアル大を れか 労し 会し川 てくれ とできず

の人形を持つ 胸に抱き語りかけた。「かわ て生きとうない」 ない」離「婚さみしし )0
て訪室。「どっ いしリを繰り返し、あやす、 と語った。母親 もう や。若
ちが可愛いで ほっぺに触るなどの雷動が が変わって淋し いのがいいんや
すかJと語り あった。うちも男の子産ん かった。義母は ろJr家に帰りた

3妻
カ).~-j tこ 《ヲチミ菅ミ直 だけれど、腸閉塞で亡くし 恐かったけれど、 いJ等の発言が

性0分
彦買 たんや O 今は娘が良くして 習い事をさせて あった。
くれる。 くれたことが今

ではうれしい等、
生育援を話した口
肩と手の痛み訴
えた。
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リアノレ大の人 妻は人形を大事そうに抱い 夫は子どもの世
形を持って行 た。夫はそっとほっぺや指 話をしてくれた
き、「連れて にさわり、あやした。夫に のかと妻に問う
きました」と 人形を渡すと、「かわいいj と 11回も世話な

9 4 夫 妻に渡した。
〆ラヤJミ匂4・ と言ってほっぺや口にチュー どしてくれたこ

20分
月 主需 彦買 をした。 とない」との返

答だった。様夫が
可愛がる 子を
克て、妻は「汚
し、」とし、っTこ。

リアル小の人 妻は「かわいいなJ1私のこ うちのお父さん IMJと呼んで、 *職員が人形の
形に赤い着物 とじっと晃ているJとの言 京都にし、かはっ 夫婦で可愛がっ 名前 IMJ名高(夫1)に

第 を着せて持つ 動があった。性を尋ねると た等の生活を話 た。うちのお父 ちなんだ 提
て行き「かわ

赤顔「顔やいが服と男言を白着っ子てたゃ。い」 と言った。
し7こ さん、大きな声

案*下し、剤決を定飲み、いいでしょうJ るが、男の 出したことない。
と声かけをし、 夫は「かわ 怒鳴られたこと ウロウロしてい

2 夫婦の鵠に置 いしリといってほっぺに触っ も、たたかれた たが、赤ちゃん

10 5 夫
し¥tこ。

ラミ

「「たとまま。聞ささ「くなおおもん」」返てとと答言い言なうっ名うして前。と可で、職愛す夫員がかがはっ」

こともない。私 人着形療法中は落

月 主語 彦貫
の方が、ぎゃあ 30分 ち いていた。
ぎゃいうの。

段
た。妻は赤ちゃん人形療法
実施中落ち着いていたが、
終了後はウロウロしだした。

階 I/J¥さいな。ば、あー」といっ
てあやした。「この子いくつ?J
との質問をしてきた

職員は、妻の
表んを情人連が形発和をしらいだ。妻は赤ちゃ

入浴日に、女性 その後「夫に見
話をよく間い

人
なで、「かわいいJ 職員が夫を手引 舞いに来て欲し

てから、リア
汗三

た。子どもが死亡 き歩行している い」と語った。
ノレ小の人形を

を
した言吉にはならなかった。 姿を見て、妻は 職員が「お父さ

11 
6妻
見せた。

見
若い女と手をつ んに見舞いに来

月 て
ないでいると雷っ てくれるよう言っ

笑
てヒステリック ておきます」と

顔
になった 言うと、はにか

む様子が見られ
fこ。

施設外へ移動。 大事そうに人形を抱き、「長 口市、とこゃな」 夫に対する不満 施設外で昼食を
「この子もい い臆毛して、おめめ大きいJ と言舌しfこ。 の発言は見られ した食。普段より
ますよ」と妻

笑
と言ってあやした。「冷たい」 なかった口 沢山べた。

7妻 にリアル大の
顔
と言って人形の足をさすり、

人形を渡した。 ずっと人形を抱いていた。
「かわいい」とずっと人形を
抱いていた。

リアル大の人 人形を抱き、顔を眺めなが 「娘がよくして 夫に対する不満 *人形の名前

第 12 形「連れてき ら「大きい目している。長 くれるJなど古良 の発言は見られ IGちゃん」と妻
月 ました」と渡 いまつげして、うちの下の の話し なかった。 がつけた

した。 娘も長かったj と語った。
「かわいい」と人形をゆすり

3 8妻
笑 ながら抱きた。「名前付けま

20分
彦責
「としG応ょちえうゃたかん。」」「言と(下語いの名り)前娘かでのけす名るね前と」

段
と言うと、照れ笑いしなが
ら、終始人形の頬をつつき
ながら、抱いていた。

階 居室にリアル 名前を尋ねると、少し考え 「足が痛い。」と 夫について「う 夫婦とリアル大

大ての白子訪人の室形名。を前持「覚っこ
て IGぺ・ G・GちゃんJと 訴えた。「デイルー ちの人、ひとつ の人形が写った
反応した。「寒いやろう」と ムで話をしたり も見舞いに来て 写真を妻の部屋
言って人形を布団の中に入 歌ったりすると くれへん」と訴 に員占っ7こ。

1 えていますか」 Fラ"ミ守ー れ、横になった。「しゃべる 気分働が変わるよJ えた。職員が夫 妻は居室で横に
9妻 と言苦しかけ7こ。 彦買 相手がいなかったから淋し と きカ〉けるも にイ云えておくと 25分 なっていた。
月 かったJ1話していると気が 横になっている 言うと、照れ笑 認名識前Gちゃんと

紛れるJと語った。 と楽になると拒 いしなカまら 「カ〉
否。 まへん」と語っ

た。
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デイノレームの 名前を尋ねると、少し考え 夫に対する不満
テーブル席で て iGちゃんJと回答した。 の発言は見られ
入所者同士話 「覚えていてくれたんで、すねJ なかった。
しているとこ と言うと、「わからんJと言
ろにリアル大 いながら、人形を抱き、「冷

1 
10 妻
の人形を持つ 《ラチミF 

たい」 た上と。に言職座っ員らてがせ人人る形形とのを、足テ「を 20分
月 て行き、「こ 顔 さすっ

の子の名前覚 ブルの よ
えていますかJ 手直に鹿って他Jのといい、服人を
と語;りかけ7こ。 した。 利用者が形

を抱きあやすも、怒ること
なく眺めていた。

リアノレ大と小 妻は「あー来ていたのJと 夫「これ大きく 妻が人形を抱き、

と人和嵐の3体 言ってリアル大の人形を喜小 なったら、偉;い その横で夫が昼
の形を「連 んで抱いた。夫がリアル ことやで」妻 寝
れてきたJと を抱いているのを見て、「お 「大きくならへん

第 言って渡した。 父さんとこにもいる」と雷っ かったら化け物

11 
夫 ラミ て微笑んだ。夫はすぐ人形 やで」子どもに
嬬 彦貢 を机の上に置いた。夫 リアル ついて「小さい

大だけにすると、 婦で人 とき死んだんや、
形を眺めた。 生きていたらお

おきくなったや
3 ろうね」 と言舌し

Tこ。

夫婦問室にした

段 「買い物に行 「あ一寒かったやろJといっ 買い物の話やお !苫内では、妻は 施設外での食事
こうJと夫婦 て、足をなでた。和風の人 金の支払いの話 車椅子に乗り、 に誘った。萎は
をスーパーへ 形に対して「この子毛が3本 出生地の話 夫が搾した。何 「ここの支払い大
誘い、車の中 で寒そうやj と雷って抱い か飲むかと聞くと 丈夫ですか ?J
でリアノレ大の ていた。リアル小の人形に 「温かいのがいい とお金の心配を

人次形にを渡l風しのた人。
対して「あー来たの。おば なーお父さん」と した。「お父さん
あちゃんとこにおいでJと 夫に語りかけた。 楽しかったねJ階 形を渡手口した。 言って抱いた。 夫は「何でもしWリ とご機嫌であっ

といい、結局コー fこ。
ヒーにした。昼食

時「お、腰 妻は夫に
2 
12 
夫 ラミ すいたね」人

月 古書 顔 と言吾りかけ、 2
で仲良く食べてい
た。食事中、妻
はお茶の心配をし

たれり、食「お父さん
こ べ」と世金
話をやいた。「
なかったけれどこ
の人優しし 1からやっ
てこれた。溜もタ
パコもしなしリと
繰り返した。

リアル大の赤 「 う忘れた。あかんな」 デイルームで並 妻はベッドに横
ちゃん人形を と いながら、少ちE三コT し考えて んで座っている。 になっていた。
持って訪護す iG拭・ GJ等と いがなか 食事の時は並ん 職員が「どうし

第 る。「久しぶ なか出てこなかった。 iGちゃ ですわる。食後 たのJと問うと

13 妻
りに持ってき ラミ んです。患い出しましたかJ

は、りむ、。妻ム椅夫では子部昼はに屋寝デ座で

「膝が痛し、。横に
ました。この 顔 と言うとうなずき、 きな 休 イ なると楽になるJ
子覚えていま がら「寒いやろ」と って、 ノレ し とのことだった。

4 すか」と言っ 布団の中に入れ、 ばらく fこ っ 名前Gと認識

3 
てリアル大の 一緒に寝た。 ている。

月
人形を渡した

段 「久しぶりで 顔がほころらん、だ「。寒大い事そう 人形の名前を、 デイルームで並 居座室のベッドに
すねj と言っ に抱きなが 寒い」 けんぼうと呼ん んで座っている って淋しそう
てリアル大の と言って人形の足をさすっ でいた。 な表情をしてい

14 妻
人形を渡した。 笑 た。問「うこの子覚えていますか」 淋しという。 Tこ。

階 顔 と と、少し考えて iG
ちゃんJと回答した。「大き
い自白をして」といって抱
き、あやした。
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デイルームの 妻は、顔をほころばせ、「お デイルームで並 人形療法後も夫
ソファに夫婦 父さん、この子かわいいね」 んで廃っている 婦2人がソファに
が並んで座り、 と語った。「寒い寒い」と人 座ってくつろい
話している所 形の手や足をさすり、大事 でいた。
にリアル大の そうに抱いた。夫は隣でう

夫
人形を持って

ラミ
とうとしながら、人形の頬

15 行き、妻に手 に触った。付妻は、人形に夫
女帝 渡した。 顔 の名前を け、その名前を

呼んだ。「女なの子じゃない
んですか」と職員が潤うと

「男の子Jと言「し霊¥ しばらく
4 抱人いて形いをた手が放、 い」 と言っ
月 で した。

「久しぶりで 手足が痛いといいながら、

夫
す」 リアル大

笑
人形をあやした。「可愛い」

16 を連れて行っ と言って毛布で人形をくる
主語 Tこ。 彦貢

んで寝かせた。「つぶさへん
かな」と心配そう。

「連れてきま 夫婦2人で「ほらほらJとあ 男の子産んでよ デイルームのソ 30分間

17 
夫 しfこ」とリア 笑 やした。音が人形の頬に触 かった。死んだ ファで実施。 夫の名前でか
女需 jレ大を渡した。 彦真 ると、妻は夫の頬に触り、 けれど わがった。

「ざらざらや」と言った。

第 夫は「顔色悪い 妻5月 7 日 ~10 日
な。呉合悪いん 体車調不良。 救急
かj と声かけし vに、.、Z二日Z乙Lユロd人ク

ていたた後。:妻が受
診:し 、「どこ
へいったんや。

415 わしは寝ている
しかできひんの

月 ゃな」と言って
し、fこ。

リアル央を持つ 愛 いつものように、人形を抱 「お父さん、男 「早く良くなっ
段
18 
夫 て具合を窺っ 木，c.白、かなかった。 の子がほしかっ てね」笑 と言うも
主需 fこ ラミ たんやろ」と語っ 愛想いをして

し、 Tこ。 し)f;こ。

夫と共にリア リアル大の人形を示し、足 夫が「がんばれ 夫が妻を励ます口 妻体調不良
ノレ大を持って をこそぼるってみせると、 よ」と言うと、

階
19 
夫 声かけをした。 笑 「こそばゆいよ」といった。、 「お父さんもがん わo分女需 顔 ばってね」といっ

て、夫の肩をた
7こし、fこ。

リアル大の人 かわいいと って人形を抱 トイレ誘導すると、 35分間。
形を持って訪 いた。亡く った子の名前 お父さんも行って 夫はデイルーム、
室した。 を教えてくれた。「お父さん きいなと気配りを 妻は居護

かわいそうやったわ、女の した。夫の姿を

夫 笑
子ばかりでJと語り、「女の 探すこともなし、食

20 子が2人いた。今どれくらい 昼食は一緒に 35分
6 
主需 彦買

かな、高校生くらし 1かな」 べたが、食後は
月 と語った。 居室に戻り、一

人で休離む感。カ 夫と
の距 支持て
ていた。

デイルームで、 「どうしたの ?J と言って お父さんは00、 30分間
|萎 妻を含む3人 人形を抱き、あやした。「名 夫をさして、こ ユーモアカ支障け
の女性が座っ 前覚えていますか」と問う の人はムム、私 Tこ

他 ているテーブ
笑
と「わからない」という。 はxx、ややこ 夫の名前を人形

21 の jレで実施。 しいなーと話す。 30分 につけた。
入

彦主
妻は「この子髪

居 の毛ないなJrお
者 父さんもないの

よJと言舌し7こ。
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デイルームで 妻が人形を抱き、夫が横か
夫婦がくつろ らほっぺをさわった。「大き
いでいるとこ い目をしているな。長いま

22 
夫 ろにλJ杉を持つ 笑 つげしている。娘の00も
婦 て行った。 顔 まつげ長かった。娘は2人と

も片付いている。今は楽さ
してもらっている」と語っ

7 7こ。
丹

居室でベッド
に横になって

笑いる。「足の
妻 具合はどうで

顔

すかJと声を な

かけた。人形 し
第 用いず。

4 
テPイノレームに 夫は頬をっついた。妻は人
夫婦2人でい 形を引き寄せ「寒くなし、かJ
るところに、 といって手足を温めた。「大

段
リアル大人形 きい目しているなJといっ
を持って行っ てじっと見つめていた。夫
た。夫婦の間 が人形にさわっても怒るこ

階
においた。 となく、見守っていた。

8 
23 

笑
丹 彦責

Vll.考察

1年間にわたり赤ちゃん人形療法を実施してきた。

の攻撃性は、介入後 1か月頃から軽減し、夫に対する不

満や嫉妬心は介入後4か月から徐々に軽減し、その後は

なくなった。それだけでなく、夫を思いやる言動が見ら

れるようになった。そして、介入後6カ丹が経過した平

成22年 1月末から夫婦が同室で生活できるようになった。

この変化に赤ちゃん人形療法が果たした役割について考

察した。

1 .妻の攻撃的な言動の背景

妻の攻撃的な言動は「夫がいてくれると安心」という

発言より、不安や寂しさが起因していると考えられた。

その根拠として、第 1に、妻が語る生活史は、「お父さ

ん」という言葉が実の父親であったり、夫であったり混

沌としており、夫婦で作り上げてきた生活史が正しく想

起できないこと、第2に、妻は女性職員に手をひかれて

いる夫を見て浮気と思うなど、正しく認識する能力が低

下していることが挙げられる。室伏が言うように、生き

る拠り所になる生活史を失い、不安な世界にいたと推視Ij

畑野相子

花火を見に行っ お父さんな声出し
たときのこと。 たことなし、。私の
は妻の後ろに 方がガミガミ言っ
を回し首をも ているO お父さん
んだりし、妻は がいると安心する
夫の藤の上に置
いている光景が
みられた。

具合を尋ねると、 お父さんがいると 妻は足の痛みを
まだ少し痛いと 安心する。 訴えていた
のこと。お父さ
んがいると安心
するわ

花火がきれい 妻大は、夫のことを 花火見物した。
きな声出したこ 夫は妻の背に手
とない、私の方が を回し 妻は夫
ガミガミ言ってい の膝に手を置い
た。部躍にお父 ていた。
さんがいると安心
する。昼食時、
妻は、おしぼりで
箸を拭き、夫に
渡す。妻の配膳
が先になると、

30分「お父さんのは?J
という。「お父さ
んにお茶入れてあ
げてJと世話をや
く。「お父さんの
そばに行きますかj
と職員私が話もしかけ
ると「 たまに
は女友達と話し
たいこともあるのJ
とのjs答があった。

できる。人は受け入れがたいストレスに出会ったとき、

不安、抑うつ、怒り、孤独感、ストレス反応を呈すると

いわれているω。妻の攻撃的言動は、物忘れや判断力・

認知力の障害などの中核症状を背景にしたストレス反応

で、膝や肩の痛みがそれに影響していたと考えられる。

妻の心理の根底にあるものは、「夫と一緒に居たいJI夫
の気持ちを引き付けたい」等の愛されたいという欲求で

あったと推測できる。しかし、妻には自分のイライラ感

や不安な気持ちの原因が分からず、また遺切に対処行動

がとれないので、不安感や焦燥感が増し、それが夫に対

する暴力的言動となって表現されたものと思われるO そ

の行為が夫と一緒に居ることを不可能にし、一緒に居ら

れないからますます焦燥感が増すという悪循環になって

し)f;こO

認知症の中核症状は記t憶の障害、認知機能の韓害など

の知的機能障害である。そのため、過去の記憶が想起し

にくく、新しい出来事の記銘が困難となり、事態を予期

することは不可能に近い。従って、認知症高齢者の世界

は「今、その時」がすべてであり、情動も「今、その時」
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の快・不快に友右されやすくなる。室伏は、「痴呆性高

齢者がそれまでの生き方の拠り所としていた知的能力や

生活史を失い(健忘)、人間関係も失うことによって、

きる不安(存在不安)が起きることが、本質的な問題

である」と述べている九すなわち、自分はどうなって

しまったのか、これからどうなっていくのだろうか、こ

のまま存在していていいのだろうかという不安である。

あるいは、周りで起きていることが理解できず、自分が

取り残されたという思いに襲われ、このままでいいのか

という不安であるO

このような不安が背景にあり、焦燥感やイライラ等の

BPSDが出現したと推測できる。不安感に裸点をおき、
できるだけ安心感が大きくなるようにケアすることが認

知症ケアの本質である。

2. 赤ちゃん人形療法の効果

赤ちゃん人形を抱いて過ごしてもらうだけでは療法と

ない。対象の心理を把握したうえで、それに晃合っ

たかかわりをして、初めて療法といえる。

赤ちゃん人形に対する妻の態度は一貫して、「かわい

いJI娘も目が大きかった」と言って笑顔で人形を抱き、
「寒い寒いJと言って赤ちゃん人形の手足をさする言動

が見られた。この言動は、対象をいとおしく思いやり、

愛情に裏打ちされた行為であるO 妻の赤ちゃん人形をか

わいがる言動は、妻自身が主体的かっ能動的に、他者

(赤ちゃん人形)に愛情を注ぐ行為である。かわいがる

ことを継続したことにより、愛着感が満たされていった

と推測できる。また、赤ちゃん人形の寒さを和らげる行

為は、いとおしく思うからできる行為であり、謁者と認

識して、世話をやく行為である。自分にできることを他

者(赤ちゃん人形)に施すことで、役割意識を自覚し、

そこから自分らしさを取り戻していったと推察できる。

認知症高齢者の心理的ニーズ、について、 KitwoodT.は

「慰め(安定性)JI愛着(幹)JI帰属意識(仲間入りの

ニーズ)JI没頭性(役割意識)JI自分らしさ(物語性)J
の5つがあり、いずれかが安定すると波及効果があると

述べている∞。妻にとって赤ちゃん人形は、愛情を注ぐ

対象であり、役割意識を取り戻す対象であったと考えら

れる。日常生活の中でこの心理的ニーズが満たされるこ

とが、安寧な生活をする上で重要である。

赤ちゃん人形に名前を付けることは、人形全般ではな

く、匡有の意味を付加した特別なものである。第 l段階

では赤ちゃん人形に名前を付けることができなかったが、

第2段階では職員の提案で、夫の名前にちなんだ名前が

ついた。第3段階では、妻が IGJと娘の名前をつけ、
第4段階では夫の名前に変わった。名前を付け、名前を

呼んでかわいがることは、人形一般に愛情を注ぐのでは

なく、特定の対象に愛情を注ぐことに他ならない。妻に
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とって、人形の意味は自分が愛情を注ぐ対象であったと

考えられる。娘や夫の名前をつけたことから考えると、

娘や夫に愛の拠り所を求めていると思われる。

Winnicottは、母親がそばにいない時に子どもを慰め

落ち着かせる母親の代理になるものとして移行対象

(transitional object) という概念を示している。移行

対象は、母親との分離の痛みに対する緩衝材としての働

きをしたり、さらに大切なものを失った後に、新たな世

界を獲得する「橋渡しJになるとも述べているお)o 一人

でいることの不安や満たされない愛情欲求を、自分がし

てほしいことを移行対象である人形にすることで、その

思いを満たす。また、移行対象は、人が成人してからも、

さまざまな現実との葛藤に際して、現実との橋渡しとし

て現れると述べている 13)。

すなわち、妻にとっての赤ちゃん人形は、夫から愛し

てもらいたい気持ちを人形に託し、自分が人形を愛する

ことでその気持ちをみたすという移行対象であったとい

えるO 妻にとっての赤ちゃん人形の意味は、第 1段階で

は可愛いという気持ちを注ぐ対象の総体としての意味、

第2段階では夫と赤ちゃん人形が重なり始め、第 3段階

では赤ちゃん人形と娘を重ね、ょくしてくれるという感

謝と子どもを育てた役割を感じ、第4段階では夫婦とし

て関係性を確実していったことにあると考える。

当事者が持つ欲求や不瀧は様々であるが、当事者が赤

ちゃん人形にその気持ちを移行し、気持ちを表出するこ

とで、当事者が癒される。その媒介に赤ちゃん人形が役

割を果たしていると考える。

気持ちを移行する対象は、他にもいろいろあるが、赤

ちゃん人形の特徴は、ヒトの形をしており、可愛く、小

さく、丸く、柔らかいなどである。人の形をしているの

で、魂のある物として認識されやすし ¥0 また、人は、小

さく、丸く、柔らかいものを可愛く感じるといわれてい

る。視覚や聴覚からの情報が、大脳辺縁系にある記憶を

蓄積する扇桃体の引き出しから記憶を引き出すことによっ

て感情が生まれる。記J憶はその時の感情と共によみがえ

ることもあれば、感情だけがよみがえることもある。属

桃{本は視覚や聴覚から入ってきた情報を過去の記憶と照

らし合わせて嫌なことなのか、楽しいことなのか振り分

けている。この機能によって、私たちは感情を表現する

だけでなく、価値判断や多様な思考を展開することがで
きるm~22)0

この事例の場合、赤ちゃん人形を男と認識した情報は、

腸閉塞で死亡という悲しい記憶につながり、「臆毛が長

い」や「目が大きいJなその視覚J情報は、良くしてくれ

るという娘の記憶につながったといえる。不快の感情は

ACTHやノルアドレナリンやコルチゾールなどの神
経法違物質が分泌される嫌悪系神経回路のスイッチがオ

ンになり、感謝の気持ちゃ快の感情は、ドーパミンやセ
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ロトニンなどの神経伝達物質が分泌される報酬系神経団

路のスイッチがオンになる O 報酬系神経回路からの神経

伝達物質が分泌されると、一最適な状態になるように調整

機能が働く 21)。妻が笑顔になったことは、報酬系神経

田路のスイッチが入り、快の感情が優位になり、その結

果、暴力や暴言の軽減につながったと思われる。子育て

の体験は忘れにくい記矯である。従って、ヒト型の人形

は、かわいさとの相乗効果で、子育ての記憶とむすび、つ

きやすいといえる。

3. セッションの妥当性

今回のかかわりの基本は、月に 2回程度の頻度で、 l

凹のセッションは30分程度、妻が好んだ赤ちゃん人形を

用いてコミュニケーションを図ったことである。

3体の赤ちゃん人形の中で、妻が好んだのはリアル大

であった。この人形に対する発言は、「じっと私を見て

いるJI大きな自をしている。娘の目も大きかったJI長

いまつげをしている。娘もまっ毛が長かった」などであ

り、笑顔で語っている O 妻は、リアル大の赤ちゃん人形

の特徴から娘をイメージし、娘がよくしてくれているこ

とへの感謝の気持ちにつながっている。それは、妻の

「娘がよくしてくれるJI楽さしてもらっている」という

発言から推測できる。リアル大の人形に背い践を着せた

時は、男の子のイメージになり、乳児期に腸閉塞で亡く

なった息子の思い出につながり、培い話になった。服の

色を変えてみたが、しばらくは顔を見て男の子として認

識していた。しかし、時期経過の中で、赤ちゃん人形の

かわいさ、自の大きさ、まつ毛の長さに関心が集中し、

娘のイメージへとつながり、「よくしてくれるJという

言葉に代表されるように感誕の気持ち、すなわち快の感

情に変化している O 快の感情は、海馬につながるA10神

経を刺激し、神経{云達物費であるドーパミンを分泌する

凶 0 快の感情が優位になることは、即ち穏やかになるこ

とであり、これが攻撃的言動の軽減・消失につながった

と考える。

人は同じものを見ても、見方や感じ方は異なる O それ

には単に感性だけの問題ではなく、生活史と深く結び付

熔野相子

ある O しかし、沢山の中から選択することは迷いを誘い、

混乱させることにもなるO 数体の中から、自分に合った

ものを選択できるようにする之とが支援の重要なポイン

トである。

セッションの時間は、長くて 1時間、短丈て15分程度
であ.った。人間の集中力は15分と言われている O 加齢と
ともに、集中力や下肢筋力や腕力が低下する 15~1九した

がって、赤ちゃん人形を長く抱き続けることは困難であ

る。実際に15回目のセッションでは「重い」と言って、
赤ちゃん人形を置く場産もあった。疲労すると快の感清

は生まれなし、。 1回のセッション時間はおおむね30分程

度が妥当と思われるが、設定時間の有効性については十

分検討するには至っていない。効果的な時間設定につい

ては今後の課題である。

赤ちゃん人形療法を行うことで、職員と対象者がかか

わる時間が日常より長くなり、視線も対象者に向く。自

分に注意・関心が向けられることは、快の感情をもたら

し、安心感につながる。赤ちゃん人形療法の効果と職員

からの自分に注がれる時間の長さが相乗作用をなし、安

心感につながり、攻撃的言動が軽減したとも考えられる O

4、他の働きかけとの併用

(1) 夫婦と人形の3者が映った写真の活用
夫婦は他人であり、血のつながりはないが、親と子ど

もは血縁で結ぼれている。女性にとって、子どもを産み、

育てた思い出は簡単に喪失するものではない。夫との縁

は切れても、子どもと縁を切ることはできない。妻は、

リアル大の人形を娘のイメージにつなげていた。また、

夫婦の関係において、最初、妻は「お父さん」という

葉を多く発したが、実父のことを指していたり、夫のこ

とを指したていたり混沌としていた。夫婦と人形の3者

が映った写真を置いたことは、夫婦の聞に子どもがいる

ことの象徴になったと考えるO リアル大の赤ちゃん人形

が子育てのイメージにつながり、そこから、子育ての頃

に夫が介在したことを想起し、その意識が強化されていっ

たと考える。夫婦であることが確認できると、夫婦の幹

へとつながる。この夫婦は、本来仲が良かったので、愛

いている。人の生活史は十人十色であるから、自分の生 し、愛されたい感情につながっていったと思われる。そ

活史にフィットした赤ちゃん人形を当事者に選択しても の後も「お父さんJという言葉を発するが、意味すると
らうことが赤ちゃん人形療法を行う上のポイントと考え ころは明確に夫であった。イメージ化する上で写真や映

るO 今回は、今までの研究成果9)をふまえて3体の赤ちゃ 像などの媒体は具体的イメージにつながりやすいという

ん人形を準備し、自分の好む人形を選択してもらった。 研究結果も報告されている 18~ω。

妻がリアル大の赤ちゃん人形を好んだのは、自の大きさ 写真を提示した時期は、介入後5カ月ごろである O こ

やまっ毛の長さーが娘のイメ-ジJにうながったためではな司主の時期は、妻は夫の存在をはっきり認識しだした頃であ

いかと推測するO 認知症高齢者は記憶の想起が困難であ るO 漉沌としている時期に、写真や映像を提示しても効

るが、何体かの人形を比べることで、自分の求めるもの 果は期待できない。写真を眺め、夫婦で話すことが、

が分かつてくると思われる。 婦である意識を高める。夫との生活を認識し始めていた

また、選択することは、自主性を育むうえでも重要で 時期に用いたことが、夫婦の鮮の強化につながったと思
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われる。

(2) 買い物体験

夫婦同室になる前に 2回、同室後に l回、買い物など

の取り組みを実施した。外出には赤ちゃん人形を持って

行き、それを媒体にコミュニケーションを園った。妻か

らは「あんたも来ていたのか」との発言が見られている。

夫婦は、買い物や外食を大変喜び、楽しんでいる姿があっ

た。楽しみの中に、子育てのイメージが付加され、より

夫婦の幹を確かめたと考える。暴言や暴力は全くなく、

夫を思いやる妻の姿があった。

外出等のアクティビティケアは、気分転換に効果的で

あり、夫婦の関係性に作用している。今回の取り組みを

時系列に見ると、赤ちゃん人形療法により攻撃性が減少

してから、外出等のアクティビティケアを実施した。マ

ズローのニーズの階層論で考えると、愛情や所属のニー

ズが満たされたので、より高次のニーズの充足に向かっ

ていったと考えられる。このケースにとって、今後はよ

り高次のニーズである「自己尊重」や「自己実現Jを充
足するケアが必要と思われる O 赤ちゃん人形療法の効果

と限界につては、今後の課題であるO

加.研究の限界

妻の攻撃性が原因で、夫婦が別々に生活していたが、

赤ちゃん人形療法を実施することにより夫婦同室での生

活が可能になった。しかし、赤ちゃん人形療法と平行

して、外出等のアクティビティケアを平行して行ってお

り、赤ちゃん人形療法のみが夫婦の変化に影響を及ぼし

たとは言い切れない。今後は、事例数を増やすこと、観

察項目を徹底すること、ストレス度などの客観的データ

を収集して、信頼性と妥当性の確保に努めていきたい。

IX.結論

認知症高齢者の攻撃性に対する赤ちゃん人形療法の効

果を検証する目的で実践的研究を行った。本研究の対象

は、妻の攻撃的言動が原因で、夫婦同室ができなかった

が、赤ちゃん人形療法開始後から攻撃的言動が減少し、

介入6ヶ月後から夫婦同室が可能になった。その変化と

赤ちゃん人形との関連において、以下のような示唆を得

た。

1.認知症高齢者が、赤ちゃん人形に自分の気持ちを投

影し、そのことで安心感を得ることができる O 赤ちゃ

ん人形は認知症高齢者の心理の移行対象となっていた0

2.赤ちゃん人形を抱きっぱなしでは療法とは言えない。

対象者に好きな人形を選択してもらい、対象に合わせ

た時間設定などをしていくことが重要である。今回の

世に写真を利用や買い物に行くなど、対象者の状況に
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合わせた方法を並行して行うと相乗効果が得られるこ

とが示唆された。

3. 赤ちゃんの特徴である、可愛さ、小さい、柔らか
さは笑顔を誘い、快の感』情につながることが示唆され

fこO
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(Summary)

The effect of the baby doll treatment over 

a elderly dementia person's aggressiveness

Aiko  Hatano  1', Takako  Kitamura  1', Chizu  yasuda  1), 

      Yuuko  Shimada  2), Yasuhide  Mifune  3)

 1) School of Human Nursing
, The University of Shiga Prefecture 

 2) Old man welfare institution Shinseien 

      3) Maho -maho dole therapy meeting for the Study

Background Elderly dementia persons are increas-
 ing in number with aging. The correspondence to 

 psychology and action condition is difficult at a 
 cognitively impaired elderly  person's care. Vari-

 ous nonpharmacological therapies as a care of the 
 heart are tried. Although a doll treatment is also 

 positioned as part of that, research is seldom 
 progressing. 

Objective 
Purpose The viewpoint was hit to the aggressive-

 ness of psychology and action condition, and 

 practical research was done for the purpose of 
 verifying the effect of a baby doll treatment. 

Methods Elderly-people husband and wife with 1 
 set of dementia which has entered nursing-care 

 welfare facilities for the aged. The baby doll 
 treatment was performed for one year mainly for 
 the wife who has aggressiveness. 

Results The wife's aggressiveness disappeared 
 around from after-intervention one month, it re-

 duced gradually from after-intervention four 
 months, and the dissatisfaction to a husband and 
 the jealousy heart were lost after that. It does

 not come out so much and the speech and con-

 duct which sympathize with a husband came to 

 be seen. And husband and wife can live now on 

 the same room from the end of January, Heisei 

 22  after-intervention six months passed. 

Conclusion Offensive speech and conduct de-

 creased by the baby doll treatment. The following 

 things were suggested as the factor. 

1. A elderly dementia person can project his feeling 

 on a baby doll, and can get sense of security by 

 that. The baby doll has been the shift target of 

 a elderly dementia person's psychology. 

2. A synergistic effect will be obtained if the 

 method united with the candidate's situation is 

 taken in to a baby doll treatment. 

3. This which invites a smiling face makes feeling 

 of predominance, and the loveliness which is a 

 baby's feature, and small softness lead to the sta-

 bility of a feeling. 

Key Words Baby doll treatment Aggressiveness 

 Elderly dementia person Non-medical therapy 

 Behavioral and Psychological Symptoms of De-

 mentia




